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◆参考⽂献（製品マニュアル） 

9 SuperStream-PR+ システム操作ガイド 

9 SuperStream-PR+ システム設定ガイド 

◆推奨トレーニングコース 

9 SuperStream-PR+コース 

 ※トレーニングコースについては、SuperStream Support Information(SSI)を参照ください。 

◆試験トピックス 

(1)プロダクトの概要 

・SuperStream- PR+ 導⼊作業および⼿順 

(2)パッケージマスタ登録について 

 ・初期設定管理 ・運⽤設定管理 ・マスタ管理に関する登録 

(3)パッケージ機能の具体的な使⽤⽅法と設定 

 ・勤怠管理／変動⽀給控除管理／昇給差額計算／⽉次給与計算／賞与計算／住⺠税管理／ 

社会保険計算／年末・再年末調整処理／⼈件費管理など 

(4)データ移⾏について 

 ・既存システムからの移⾏⽅法の検討   ・本番データ移⾏計画とタイミング 

・検証⽅法と検証範囲の決定 

(5)運⽤計画の決定 

 ・業務サイクルに基づく運⽤検討 

 

 

          試験出題要綱 

資格：SuperStream-PR+ Specialist 
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◆試験概要 

9 設定時間：60 分 

9 合格ライン：75％ 

9 試験形式：WBT(Web Based Testing) 

[コンピュータに⽤意されたテスト問題に、マウスやキーボードを使って解答する⽅式です。] 

9 問題形式：選択問題 

9 資料閲覧：試験会場への参考資料持ち込み、試験中の参考資料閲覧はできません。 

◆出題⽅式 

テスト問題は、全て選択式の問題です。記述式の問題はありません。選択式の問題には、「単⼀選択⽅式」と「複

数選択⽅式」があります。 

◇単⼀選択⽅式：解答を、１つしか選ぶことができない問題です。 

選択肢の中から、最も適切な解答を選択することになります。 

◇複数選択⽅式：解答を、複数選ぶことができる問題です。 

正解であると思われる解答全てに、チェックをすることになります。 

ただし、複数選択⽅式であっても、正解が１つしか存在しない場合もあります。 
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◆問題サンプル 

 解答選択肢は、問題により複数表⽰されます。『ラジオボタン』での表⽰の場合は単⼀選択⽅式、 

 『チェックボックス』の場合は 複数選択⽅式での出題となります。下記の問題例をご参照ください。 

 例１） 

問題 PR+の所得税計算の⽅法として正しい記述を選択しなさい。 

解答選択肢 

（単⼀選択⽅式） 

電算機計算の特例
 

源泉徴収税額表の特例
 

所得税徴収税額表の特例  

給与所得の特例
 

 例 2） 

問題 給与項⽬の「児童⼿当拠出⾦」が確認できる帳票を選択しなさい。 

解答選択肢 

（単⼀選択⽅式） 

給与明細書
 

給与⼈件費明細表  

給与マスタチェックリスト  

被保険者報酬⽉額変更届
 

 例 3） 

問題 

 

PR+にて HR+で作成した最新の組織を参照させたい場合、修正する項⽬を選択しな

さい。 

解答選択肢 

（単⼀選択⽅式） 
組織マスタ基準参照⽇

 

実年齢適⽤基準⽇  

給与締⽇ 

 
標準⽀給⽇
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例 4） 

問題 前⽉の基本給から残業単価を求め、残業代を算出する計算式を作成する場合の⼿順につい

て、正しい記述を選択しなさい。 

解答選択肢 

（複数選択⽅式） 

会社定義登録－給与情報画⾯の給与対象期間を”当⽉”にし、給与体系情報登録で集計
パターンを使⽤し、<br>基本給(集計元項⽬)を集計先項⽬(取得識別区分が集計項⽬
の項⽬コード)へ集計させる計算式を作成する。

 

会社定義登録－給与情報画⾯の給与対象期間を”前⽉”にし、給与体系情報登録で計算
パターンを使⽤し、<br>基本給を集計させる計算式を作成する。

 

会社定義登録－給与情報画⾯の給与対象期間を”前⽉”にし、給与体系情報登録で集計
パターンを使⽤し、<br>基本給(集計元項⽬)を集計先項⽬(取得識別区分が集計項⽬
の項⽬コード)へ集計させる計算式を作成する。

 

                     

                    以上 


